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私の⼭の原点

1971年7月19日の写真
⾼校⼭岳部の夏⼭⼭⾏にて
空沼岳登⼭口より入⼭し漁入り沢より今も夏道
の無い漁岳を目指しました。
当時の装備は、地下足袋、わらじとキャラバン
の登⼭靴、ザックはキスリングでした。
⼭中４泊、雨の中漁岳ピークで幕営し、翌日、
オコタンペ湖畔に下⼭し幕営。帰りは支笏湖対
岸からの定期船に乗り支笏湖畔に戻り⼭⾏は終
了ました。

2019年12月25日 キリマンジャロ登頂
（歩⾏距離64㎞・標⾼差5,895M）

帰札は12月31日
翌1月からはコロナ禍となりWHO
よりパンデミック宣言がなされ、
この時期を逃していれば未だ実現
出来ていない⼭⾏でした。
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この時期の⼭
2022年6月4日オロフレ岳

花言葉︓ 優美・完全な美
（日本固有種・日光白根⼭）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%8D%E3%82%A2%
E3%82%AA%E3%82%A4

シラネアオイの群落

登⼭には
こんな楽しみもありますね…

⼭での嬉しい出会い︖



2023/5/25

4

そこに⾏かなければ⾒られない
景色を求めて‼

洞爺湖の景観です。
お気付きでしょうか︖
湖面が鏡面のような状態となり奥の羊蹄⼭までが湖面に映り込んで
逆さ羊蹄⼭となっています。中島も・・・

⼭にはいろいろな登り方と楽しみ方があります。

⼭と渓⾕社
登⼭技術全書 登⼭入門より

皆さんはどんなジャンルに興味がありますか︖
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⼭と渓⾕社
登⼭技術全書 登⼭入門より

⼭と渓⾕社
登⼭技術全書 登⼭入門より
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⼭を求めて⻑距離移も
知床へ移中の景観を楽しむ

・海を越えて⾒えてくる絶景

景色を⾒ながら募る⾼揚感‼

オホーツク海で流氷との出会い

国後島から登る朝日に送られて知床岳へ出発

白銀の世界を知床岳⼭頂を目指しての⼭⾏計画
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祝 北海道百名⼭
124座完全踏破‼

難コースも各種のジャンルを駆使して踏破‼

新年は新春⼭⾏‼
白銀の世界を登る・滑る（幌加内）

(天候調査・冬⼭の三種の神器・⼭スキー)
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北アルプス表銀座を縦⾛し槍ヶ岳登頂
（縦⾛登⼭）

現在は北アルプス裏銀座縦⾛を計画中‼

歩き方と⼭の危険
目指す⼭によっては目標に向けてレーニング

複合的技術の習得も必要です
⼭は好天ばかりではありません。
天候により⼭の難易度は一気に上がり

⇒⼭の表情は豹変します
天気予報・⼭⾏前後の天候調査・雲のき etc

⇒進む勇気、退く勇気が試されます
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世界遺産「紀伊⼭地の霊場と参詣道」と熊野三⼭・伊勢神宮参詣
大台ケ原(日出の⼭)大杉⾕ルートを経て橿原神宮参拝と畝傍⼭(411m）

健康であれば⼭は登れます。
⼭はライフスポーツ

世界遺産
「紀伊⼭地の霊場と参詣道」
累積標⾼差

登り︓ 4,080m 下り︓ 4,838m

65.3㎞ ⾃⼒踏破
この⼭⾏の最⾼齢参加者は80歳
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海近郊の⼭を巡って(シリパ⼭・神威岬)
キャンプも小屋泊りも

仲間と過ごす時間は楽しさも美味しさも全⼒投球!!
すべてが心の栄養 ⇒心身を健やかに

大雪⼭の素晴らしいお花畑に⾒惚れていると
可愛いエゾリスとの出会い❣
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お花畑を楽しんでいると遠くに⾒える⿊い点
⾃然界には無い濃い⿊色

大小の二頭がうごめく‼
ここは「カムイミンタラ」

アイヌ語で「神々の遊ぶ庭」

・我々は⿊岳から⽯室へ向かう登⼭道co1950地点か発⾒
・ヒグマの親子は桂月岳下co1,900付近、⽯室から真北に350m程度
・水平距離は1,000m程度、遭遇の危険は無いと判断し⼭⾏を継続した。

この日は北鎮岳からの下⼭中に凌雲岳の沢地でもヒグマ一頭を目撃したが無視した

しかし、北鎮岳からの帰路「雲の平」に⼈だかり…。確認したところ親子熊がハイマツの中に潜んでか
ないとの事。しばらく待ったがきが無いため、熊鈴とホイッスルを吹きながら登⼭道を外れて接近した。
親熊が気付き頭をもたげ、周辺を警戒、目と目が合った‼
逃げ出したいくらいの恐怖感。。。しかし、熊遭遇時の鉄則は、目が合ったらこちらも目を離さない、
後ろ向きで背⾛しては追われるので絶対ダメ。⽌むを得ず、熊と目を合わせたまま少しづつ距離を取った。
結局、熊はかないため待機していた登⼭者たちは笛と鈴を鳴らしながら登⼭道を通過した。最後尾を
૿った私も無事通過。⼭頂で出会った監視員に聞くとハイマツ帯で子熊に授乳をしていたとの事。

正体は親子のヒグマ


